
刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和55年7月 1 創刊によせて いま書き留めておかねば 湊　晨 3

昭和55年7月 1 歴史の楽しみ 斉藤　道保 4

昭和55年7月 1 豊かな郷土づくり 本川　藤由 4

昭和55年7月 1 最古の日本人骨か 幻の泊洞穴人十五年の顚末 湊　晨 5

昭和55年7月 1 氷見の地名 H 9

昭和55年7月 1 阿尾菊池氏の考察 天正八年信長文書の背景 網田　周平 10

昭和55年7月 1 阿尾城山史話 児島　清文 16

昭和55年7月 1 安政五年氷見米高騒動 橋本　芳雄 19

昭和55年7月 1 横光利一の小説『紋章』と氷見 田中　清一 24

昭和55年7月 1 石武雄神社雑話 H 28

昭和55年7月 1 都万麻の村々 能坂　利雄 29

昭和55年7月 1 資料　朝日谷内横穴墓 細川　真樹 35

昭和55年7月 1 山ことば N 36

昭和55年7月 1 菊池氏の家憲 茶谷　一男 37

昭和55年7月 1 ウババミ谷 N 37

昭和55年7月 1
仏生寺校にある南弘先生の書翰（しょか
ん）

上野　務 38

昭和55年7月 1 氷見の漂着伝説 N 39

昭和55年7月 1 上庄川口附近の変貌 中村　勝次 40

昭和55年7月 1 能登街道の工事 N 41

昭和55年7月 1 ある医者の思い出 高田　長紀 42

昭和55年7月 1 明治の氷見 N 42
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昭和55年7月 1 民俗資料と文献資料 小境　卓治 44

昭和55年7月 1 磯部神社の醴祭り（あまざけまつり） N 44

昭和55年7月 1 氷見郷土史関係文献紹介(その一) 橋本　芳雄 46

昭和55年7月 1 氷見ローカル新聞小史 高木　為吉 53

昭和55年7月 1 氷見川柳小史 田向　秀史 54

昭和55年7月 1 氷見春秋会会則 56

昭和55年7月 1 同人名簿 56

昭和55年7月 1 太陽暦採用裏話 N 57

昭和55年7月 1 編集後記 58

昭和55年11月 2 湊川変遷史雑考 湊　晨 3

昭和55年11月 2 氷見地方の珍名さん一二三氏 散史語録 N 10

昭和55年11月 2 久米御県神社参拝記 氷見久目神社との関係 橋本　芳雄 11

昭和55年11月 2 雨の日の氷見 散史語録 N 16

昭和55年11月 2 富山湾台網漁業の確立(上) 網田　周平 17

昭和55年11月 2 堀江屋騒動始末記 児島　清文 23

昭和55年11月 2 能登の水けんか 嘉永四年、公事場御検使一件 高田　長紀 28

昭和55年11月 2 田子の藤 散史語録 T 31

昭和55年11月 2 谷屋村寺院別檀徒の分布 大谷内　義雄 32

昭和55年11月 2 〔評伝〕多胡羊歯の詩とその生涯 稗田　董平 35

昭和55年11月 2 氷見地方明治末期の山村住居 架間　義光 41

昭和55年11月 2 上田子の多胡神社 散史語録 H 45
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昭和55年11月 2 風雲繁き七尾城 落城前後 能坂　利雄 46

昭和55年11月 2 西光寺義霜と異安心 米原　寛 51

昭和55年11月 2 首無し地蔵 散史語録 H 53

昭和55年11月 2 稲作儀礼と田の神信仰 小境　卓治 53

昭和55年11月 2 火ともし地蔵 散史語録 54

昭和55年11月 2 北海道の越中衆 中村　勝次 55

昭和55年11月 2 有磯庵拾貝（しゅばい）の改号奇談 岩倉　規夫 56

昭和55年11月 2 珍らしい写真 散史語録 58

昭和55年11月 2 編集サロン 59

昭和56年4月 3 万葉の周辺　つまま雑考 能坂利雄 1

昭和56年4月 3 荷車の綱引き 散史語録 H 9

昭和56年4月 3 弁天堂の楽書 児島　清文 10

昭和56年4月 3 富山湾台網漁業の確立(下) 網田　周平 16

昭和56年4月 3 上りと下り 散史語録 H 22

昭和56年4月 3 山岡鉄舟の千双屏風 高田　長紀 23

昭和56年4月 3 海水浴のはじめ 散史語録 31

昭和56年4月 3
戦国期の上日寺記録　－『遊行二十四祖
御修行記』―

久保　尚文 32

昭和56年4月 3 朝日山銅像トビの始末記 原田　三郎 34

昭和56年4月 3 カンチョの学校 散史語録 N老人談 35

昭和56年4月 3 氷見囲碁私史 片折　重夫（石遊子） 36
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昭和56年4月 3 ある茶人の足跡　―池田宗看翁小伝― 橋本　芳雄 40

昭和56年4月 3 池田宗看先生の横顔 田中　譲 43

昭和56年4月 3 越中大窪大工　―室木家構築の場合― 唐川　明紀 44

昭和56年4月 3 御座町界隈 散史語録 N老人談 46

昭和56年4月 3 氷見に暮して 矢代　杜子 47

昭和56年4月 3 射水から見た氷見の風俗 梅田　ひとみ 48

昭和56年4月 3 関東人が見て感じたまま 宮下　千恵子 51

昭和56年4月 3 したたかな風土『北陸』 伊藤　了一 52

昭和56年4月 3 あ･ん･た 近岡　博昭 54

昭和56年4月 3 氷見の大火と私 笠尾　実 54

昭和56年4月 3 鉄舟漢詩の風呂敷 鞍川　散人 55

昭和56年4月 3 編集サロン 58

昭和56年11月 4 舊江村（ふるえむら）雑考(万葉の周辺②) 能坂　利雄 1

昭和56年11月 4 唐島の弁才天 散史語録 N 7

昭和56年11月 4 垂姫崎考(万葉の地名) 児島　清文 8

昭和56年11月 4 向いの屋根に猿が三匹 散史語録 H 10

昭和56年11月 4 越中氷見　鞍骨山城址 重杉　俊樹 11

昭和56年11月 4 正月さん 散史語録 H 13

昭和56年11月 4 氷見と五ヶ山 高桑　敬親 14

昭和56年11月 4
氷見地方の諏訪社―久目の諏訪社を中
心に―

吉岡　英明 21

昭和56年11月 4
エトロフ島へ異国渡船の事（能坂利雄所
蔵古文書）

資料 23
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昭和56年11月 4 近世氷見浦海運考(上) 網田　周平 24

昭和56年11月 4 おらっちゃお父様金山へ 散史語録 H 31

昭和56年11月 4 斉田村大正風土記(一) 高田　長紀 32

昭和56年11月 4 餅喰い地蔵 散史語録 H 34

昭和56年11月 4 氷見詩吟会小史 橋本　芳雄 35

昭和56年11月 4 戦後の氷見詩吟会史 鳥居　克己 41

昭和56年11月 4 屋根裏の芸妓たち 44

昭和56年11月 4 氷見の牛鍋屋のはしり 散史語録 敦賀弥作氏談 44

昭和56年11月 4 雪の国と台風の国 屋敷　文夫 45

昭和56年11月 4 女良という地名 円仏三郎兵衛 47

昭和56年11月 4 氷見女性史のこと 東海　寿子 48

昭和56年11月 4 伝説の氷見と伏木 高西　力 50

昭和56年11月 4 氷見の浜の今昔 中村　勝次 52

昭和56年11月 4 幸田露伴の手紙 鞍川　散人 54

昭和56年11月 4 相撲甚句雑感 笠尾　実 55

昭和56年11月 4 故郷を思う 武内　雷龍 56

昭和56年11月 4 採集帖より 湊　晨 58

昭和56年11月 4 編集サロン 59

昭和57年4月 5
布勢水海（ふせのみずうみ）雑考(万葉の
周辺③)

能坂　利雄 1

昭和57年4月 5 氷見古城史の謎 児島　清文 8
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昭和57年4月 5 鞍骨の秘窟 橋本　芳雄 10

昭和57年4月 5 向うへ見えるは鉄砲さん 散史語録 11

昭和57年4月 5 仏生寺御田神社 散史語録 12

昭和57年4月 5 近世氷見浦海運考(下) 網田　周平 13

昭和57年4月 5 民俗　氷見の弘法伝説考 高西　力 21

昭和57年4月 5 弘源寺の毘沙門天 散史語録 25

昭和57年4月 5 布勢湖辺の民俗　―十二町潟水郷回顧― 田中　清一 26

昭和57年4月 5 ダラと馬鹿とタワケ 散史語録 N 32

昭和57年4月 5 斉田村大正風土記② 高田　長紀 33

昭和57年4月 5 酒飲み地蔵尊 散史語録 36

昭和57年4月 5 耳浦(大浦)の伝説 散史語録 37

昭和57年4月 5 助役日記(上)　―氷見市政余録― 永森　規一 38

昭和57年4月 5 堀田観音縁起 散史語録 47

昭和57年4月 5 氷見図書館外史 湊　晨 48

昭和57年4月 5 氷見野球小史 小松　信久 54

昭和57年4月 5 戦時中の野球用語 散史語録 磯野芳夫氏談 59

昭和57年4月 5 堀田鉱泉小史 原田　三郎 61

昭和57年4月 5 氷見青年相撲の戦歴 笠尾　実 62

昭和57年4月 5 地名〝浮橋〟への仮説 上野　務 63

昭和57年4月 5 嫁のチョウハイ 東海　寿子 65
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昭和57年4月 5 編集サロン 67

昭和57年11月 6
万葉の周辺④　布勢水海豪族考(１)　―
長山古墳と上日寺の成立―

氷見市制30周年記念特集号 能坂　利雄 1

昭和57年11月 6
足利氏の奉行進士氏　―御田社領との関
係―

網田　樹夫 13

昭和57年11月 6
大正九年「国勢調査表」みつかる―旧本
川町（丸ノ内）上の橋地区―

資料 N 18

昭和57年11月 6 氷見の椀貸伝説 高西　力 19

昭和57年11月 6 氷見の社寺名宝展目録 散史語録 23

昭和57年11月 6 斉田村大正風土記③ 高田  長紀 24

昭和57年11月 6 俳句　有磯吟社小史（一） 釣　碧郎 30

昭和57年11月 6 越中と信州の正月習俗 網田　周平 34

昭和57年11月 6
大正末･昭和初頭　氷見詩壇史　－その序
章、海暗き日の声－

稗田　董平 42

昭和57年11月 6 歯医者物語 散史語録 H 48

昭和57年11月 6 上庄谷農村今昔 河嶋　幸次 49

昭和57年11月 6 藤井久征所蔵文書 資料 児島清文 55

昭和57年11月 6 田舎医者六十年 野手　雅信 56

昭和57年11月 6
氷見市制秘話　有磯の空に虹をみた（絶
筆）

高林　清一 60

昭和57年11月 6 紀州の阿尾･伊予の氷見 散史語録 H 63

昭和57年11月 6 氷見市誕生　―氷見町側の軌跡― 湊　晨 64

昭和57年11月 6 明治十九年の氷見の不景気 散史語録 H 69

昭和57年11月 6 助役日記(中) 永森　規一 70

昭和57年11月 6 放生津女に氷見男 散史語録 H 77

昭和57年11月 6 民謡グループ偕楽会私史 東　佐市 78
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昭和57年11月 6 青田節について 両国　重義 81

昭和57年11月 6 私の八月十五日 笠尾　実 81

昭和57年11月 6 編集サロン 82

昭和58年4月 7 万葉の周辺⑤　布勢水海豪族考(２) 能坂　利雄 1

昭和58年4月 7 中世の氷見浦史考 網田　樹夫 7

昭和58年4月 7 明治二十一年度所得金調書 史料 K 12

昭和58年4月 7 中尾古銭埋置遺跡
湊　晨
児島　清文

13

昭和58年4月 7 伏木も氷見郡のうち 散史語録 H 19

昭和58年4月 7 天狗松の由来 散史語録 H 19

昭和58年4月 7 柳田の阿弥陀寺 散史語録 H 19

昭和58年4月 7 岸駒と氷見　―岸駒の謎に挑んで― 道正　弘 20

昭和58年4月 7 田地割新史料の考察(上) 網田　周平 27

昭和58年4月 7 十村在所の加納 廉　安夫 34

昭和58年4月 7 越中の大社参拝記 橋本　芳雄 37

昭和58年4月 7 蒲田の塩水堂 散史語録 H 44

昭和58年4月 7 斉田村大正風土記(四) 高田　長紀 45

昭和58年4月 7 十二町潟干拓史の想い出 辻七郎（号　秀憲） 49

昭和58年4月 7 富山補怪魚 散史語録 55

昭和58年4月 7 俳句　有磯吟社小史(二) 釣　碧郎 56

昭和58年4月 7 助役日記(下の一) 永森　規一 61

昭和58年4月 7 日赤と真宗寺院―社員と特設待遇― 散史語録 T 67
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昭和58年4月 7 懸札　あれ田の宮の雨乞い神事 大口　昭夫 68

昭和58年4月 7 射水郡南市の謎 児島　清文 69

昭和58年4月 7 雨情来氷余滴 高峯　正冏 71

昭和58年4月 7 今、思うこと 高木　せつ子 72

昭和58年4月 7 郷土史余滴(一) 円仏　三郎兵衛 73

昭和58年4月 7 庚申信仰（こうしんしんこう）と祖霊信仰 小境　卓治 74

昭和58年4月 7 宝田桂山を憶う 田向　秀次 75

昭和58年4月 7 手紙 向島　秀一 76

昭和58年4月 7 研修旅行の今昔 白岩　淳雄 77

昭和58年4月 7 有磯吟社五人衆 高木　孤枝 77

昭和58年4月 7 編集サロン 78

昭和58年11月 8 万葉の周辺⑥　之乎路雑考 能坂　利雄 1

昭和58年11月 8
義経伝説考　―氷見･伏木を中心にして
―

高西　力 9

昭和58年11月 8 氷見地方のコトワザ(１) 散史語録 H 13

昭和58年11月 8 戦国期能州口衆の考察 網田　樹夫 14

昭和58年11月 8 氷見地方のコトワザ(２) 散史語録 H 18

昭和58年11月 8 雲龍山勝興寺(ふるこさん)案内 古岡　英明 19

昭和58年11月 8 徳本上人の名号碑 橋本　芳雄 26

昭和58年11月 8 田地割新史料の考察(下) 網田　周平 32

昭和58年11月 8 郷土のやきものの味 定塚　武敏 37

昭和58年11月 8 風の方言 散史語録 39
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昭和58年11月 8 華岡清洲門下の氷見人 児島　清文 40

昭和58年11月 8 えびす神 散史語録 N 41

昭和58年11月 8 斉田村大正風土記(五)　辟田川今昔 高田　長紀 42

昭和58年11月 8 有磯吟社小史(三) 釣　碧郎 48

昭和58年11月 8 助役日記(下の②) 永森　規一 55

昭和58年11月 8 浦町点描 中村　勝次 61

昭和58年11月 8 『浮標燈』と氷見 田中　清一 62

昭和58年11月 8 郷土史余滴(二)　大境洞窟の出土品 円仏　三郎兵衛 63

昭和58年11月 8 外伝・仏頂寺弥助 鞍川　散人 63

昭和58年11月 8 地名『稲積』 田向　秀次 65

昭和58年11月 8 インパール作戦 高木　せつ子 66

昭和58年11月 8 氷見の鰯 東海　寿子 66

昭和58年11月 8 祖母 浦風　千代乃 67

昭和58年11月 8 氷見の地層 小林　茂雄 70

昭和58年11月 8 へき地学校歯科診療班奉仕活動 倉田　卓 70

昭和58年11月 8 編集サロン 72

昭和59年4月 9 万葉の周辺⑦　熊来河（くまきがわ）考 能坂　利雄 1

昭和59年4月 9 有磯浪曲 散史語録 K 8

昭和59年4月 9 ―南北朝期―　越中守護井上俊清 網田　樹夫 9

昭和59年4月 9 辞典にのっている氷見イワシ 散史語録 H 12

昭和59年4月 9 応響雑記に見る　氷見町役人の一年 児島　清文 13
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昭和59年4月 9 江戸三初宿役人考　―肩衣着用出訴― 網田　周平 16

昭和59年4月 9 氷見の鰯みりん干 散史語録 H 19

昭和59年4月 9 雪の氷 橋本　芳雄 20

昭和59年4月 9 氷見地方のコトワザ 散史語録 H 23

昭和59年4月 9 斉田村大正風土記(六)　―管長さま― 高田　長紀 24

昭和59年4月 9 まむしの毒針 散史語録 T 29

昭和59年4月 9 長坂民俗歳事記 円仏　三郎兵衛 30

昭和59年4月 9 北洋漁業の思い出 酒井　喜二(述) 33

昭和59年4月 9 鉄道「氷見線」の競願 散史語録 H 40

昭和59年4月 9 氷見の警察小史 永森　規一 41

昭和59年4月 9 島尾遊園地のはじまり 散史語録 H 50

昭和59年4月 9 自治体警察の一側面 湊　晨 51

昭和59年4月 9 ―手記―　ある開拓者の妻 吉野　扶美子 56

昭和59年4月 9 米騒動と氷見町有志の寄付 散史語録 H 62

昭和59年4月 9 朝日山の地質 松島 洋 63

昭和59年4月 9 地学と考古学の接点 川西 健治 63

昭和59年4月 9 出稼ぎの系譜 中尾 俊雄 64

昭和59年4月 9 薬師さまと水 西田 寿江子 65

昭和59年4月 9 「エゾ」をたずねて 中野 利男 66

昭和59年4月 9 「大菩薩峠」の仏頂寺弥助 鞍川 散人 67

昭和59年4月 9 昭和初期の子どもの遊び 長井 みのる 69



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和59年4月 9 編集サロン 70

昭和59年11月 10 越中人史的展望 10号記念特集号 能坂 利雄 1

昭和59年11月 10 上杉謙信の越中進攻過程 網田 樹夫 9

昭和59年11月 10 北陸遊廓あれこれ(１) 散史語録 N 13

昭和59年11月 10 七尾屋と翫月法師 児島　清文 14

昭和59年11月 10 幕末氷見名士の俳号雅号覚 散史語録 19

昭和59年11月 10 元禄の氷見俳壇(上) 釣　碧郎 20

昭和59年11月 10 北陸遊廓あれこれ(２) 散史語録 N 27

昭和59年11月 10 悲劇の剣客　仏生寺弥助 鞍川　散人 28

昭和59年11月 10 斎藤派無念流 散史語録 36

昭和59年11月 10 氷見町大火回想記 網田　周平 37

昭和59年11月 10 梵鐘雑記 北　哲 45

昭和59年11月 10 縄文早期土器のミステーク 屋敷　文夫 47

昭和59年11月 10 古きを知る 谷内　とし子 48

昭和59年11月 10 春の野遊び 長井　みのる 49

昭和59年11月 10 農村への郷愁　―残したい心の遺蹟― 戸塚　庄吉 50

昭和59年11月 10 文化と歳月 矢代　とし 52

昭和59年11月 10 所轄分離大本山復古願 散史語録 53

昭和59年11月 10 遍歴四十年 特集　私の昭和史 茶谷　一男 54

昭和59年11月 10 私の昭和史 特集　私の昭和史 大石　宏 56

昭和59年11月 10 氷見と私 特集　私の昭和史 木元　正二 58



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和59年11月 10 高原千里　―モンゴル奥地の旅― 特集　私の昭和史 永森　規一 64

昭和59年11月 10 二つの燃料革命 特集　私の昭和史 清水　五郎 68

昭和59年11月 10 トラック諸島の追憶 特集　私の昭和史
圓佛　三郎兵衛（円仏　三郎
兵衛）

72

昭和59年11月 10 わたしの戦後史 特集　私の昭和史 松本　幸吉 73

昭和59年11月 10 チューリップ栽培三十六年 特集　私の昭和史 浜口　進一 75

昭和59年11月 10 太郎三郎と次郎三郎 散史語録 H 79

昭和59年11月 10 鍼灸師への道 特集　私の昭和史 大川　芳子 79

昭和59年11月 10 符牒あれこれ 散史語録 N 83

昭和59年11月 10 氷見春秋会会員名簿 84

昭和59年11月 10 北陸遊廓あれこれ(３) 散史語録 86

昭和59年11月 10 編集サロン 87

昭和60年4月 11 能登島夫婦神恋の火祭り 能坂　利雄 1

昭和60年4月 11 新加入会員（追加分） 4

昭和60年4月 11 『太平記』と氏家重国 網田　樹夫 5

昭和60年4月 11 風土と方言 散史語録 A 9

昭和60年4月 11 元禄の氷見俳壇(下) 釣　碧郎 10

昭和60年4月 11 木元正二氏の『氷見と私』について 春秋ニュース H 15

昭和60年4月 11 加賀藩海防の側面 資料紹介 網田　周平 16

昭和60年4月 11 さがねかじか 散史語録 A 22

昭和60年4月 11 斉田村大正風土記(七)　開山忌 高田　長紀 23

昭和60年4月 11 『行乞記』 散史語録 T 28



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和60年4月 11 氷見の元服式　―氷見市早借の場合― 高西　力 29

昭和60年4月 11 氷見文化土壌考(上) 湊　晨 34

昭和60年4月 11 ビルマの日本語学校 特集　私の昭和史(戦記篇) 橋本　芳雄 39

昭和60年4月 11 大陸引揚げの思い出 特集　私の昭和史(戦記篇) 林　アキ 46

昭和60年4月 11 私のニューギニア戦記 特集　私の昭和史(戦記篇) 島田　政雄 49

昭和60年4月 11 翼がなくて飛べなかった飛行兵 特集　私の昭和史(戦記篇) 久保　守人 54

昭和60年4月 11 ウェーキ島戦記 特集　私の昭和史(戦記篇) 西田　外二 58

昭和60年4月 11 感動した老夫婦の車中談 森松　考作 62

昭和60年4月 11 氷見柳田と柳田国男 八尾　正治 63

昭和60年4月 11 厚生省の名付け親は南弘先生 桜木　成一 64

昭和60年4月 11 五四年間を顧みて 松波　淳一 65

昭和60年4月 11 共産党との出合い 小坪　昭吉 66

昭和60年4月 11 鞍川散人の仏生寺弥助伝 斉藤　越郎 67

昭和60年4月 11 三つの歌 水野間　哲一 68

昭和60年4月 11 唐島雑感 小島　宝作 69

昭和60年4月 11 碁のおこり 散史語録 N 71

昭和60年4月 11 編集サロン 72

昭和60年11月 12
能登イルカ村の謎　―真脇縄文五千年史
の断面―

能登半島文化特集号 能坂  利雄 1

昭和60年11月 12 再考･相浦村 児島　清文 8

昭和60年11月 12 戦国･湯山城の興亡 網田　樹夫 12

昭和60年11月 12 蚕がいのうた 散史語録 A 15



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和60年11月 12 俳文集　『有磯の賦』考 釣　碧郎 16

昭和60年11月 12
学国越中の源流　学界をゆるがした氷見
の学僧たち

高峯　正冏 22

昭和60年11月 12 能登街道と浜街道 散史語録 N 25

昭和60年11月 12 舳倉島の今昔 橋本　芳雄 26

昭和60年11月 12 伝説･唐小池と駒宮池 高西　力 33

昭和60年11月 12
デカ山民俗考　―七尾青柏祭の土偶（で
く）群―

稗田　美穂子 38

昭和60年11月 12 加賀藩改作と鉄炮 網田　周平 45

昭和60年11月 12 斉田村大正風土記(八)　選挙の話 高田　長紀 48

昭和60年11月 12 明治の街道経路と里程 散史語録 N 52

昭和60年11月 12
十二町潟干拓記（追記）　―矢崎嘉十郎翁
の偉業―

辻　七郎（秀憲） 53

昭和60年11月 12 氷見のセメントと縫針 散史語録 N 56

昭和60年11月 12 米作りと陛下 森松　孝作 57

昭和60年11月 12 宮永正運の足跡 宮永　正平 57

昭和60年11月 12 善知島供養 石崎　俊彦 59

昭和60年11月 12 心に残る母の仕事 浦風　千代乃 60

昭和60年11月 12 仏生寺弥助の最後 鞍川　散人 62

昭和60年11月 12 スリ鉢の話 高木　せつ子 63

昭和60年11月 12 詩集「聖詩風」の頃 田中　清一 65

昭和60年11月 12 編集サロン 67

昭和61年4月 13
北陸･一ノ宮の神々　―諸国一の宮めぐ
りから―

北陸の神社研究特集号 能坂　利雄 1

昭和61年4月 13
布勢円山御影社再建と大伴家持卿千二
百年祭

橋本　芳雄 10



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和61年4月 13 荒山越 散史語録 16

昭和61年4月 13 国見の大地辷り 散史語録 17

昭和61年4月 13 氷見市の神社名簿(１) 散史語録 17

昭和61年4月 13 大伴家持卿を祀る大伴神社の創建 内井　松世 18

昭和61年4月 13 氷見市の神社名簿(２) 散史語録 24

昭和61年4月 13
立山における他界信仰　―雄山神社と●
堂（うばどう）の周辺―　　●：女偏に田が
３つ

龍本　茂樹 25

昭和61年4月 13
おくま祭りの周辺　―能登クマカブトアラ
カシヒコ神集団―

稗田　美穂子 32

昭和61年4月 13 氷見市の神社名簿(３) 散史語録 39

昭和61年4月 13 越中公方･足利義材 網田　樹夫 40

昭和61年4月 13 氷見市の神社名簿(４) 散史語録 44

昭和61年4月 13 補遺　路青の俳句と人脈 釣　碧郎 45

昭和61年4月 13 中黒六左衛門覚書 横澤　信生 50

昭和61年4月 13 近世虚無僧談義(一)　北国筋の虚無僧 高田　長紀 54

昭和61年4月 13
「起舟」探訪(一)　―氷見薮田と新湊放生
津の場合―

高西　力 59

昭和61年4月 13 氷見文化土壌考(下) 湊　晨 63

昭和61年4月 13 「劉懿忱」のこと　―四十年振りの再会― 片折　重夫 68

昭和61年4月 13 菅池のりのさん 前田　佐智子 70

昭和61年4月 13 素人演芸会　「氷見百年史」へ望む 田中　清一 71

昭和61年4月 13 敗戦時の誓い 粟田　春雄 72

昭和61年4月 13 恍惚の室 谷内　とし子 74

昭和61年4月 13 二百十年前の魚の名前 散史語録 N 75



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和61年4月 13 編集サロン 76

昭和61年11月 14 児島清文君の逝去を悼む
加越能民俗特集号
児島清文･円仏三郎兵衛氏追悼
号

湊　晨 1

昭和61年11月 14 児島清文氏を悼む 橋本　芳雄 2

昭和61年11月 14 児島高徳公に私淑の士 吉川　正文 7

昭和61年11月 14 偉大なる先学の足跡 能坂　利雄 8

昭和61年11月 14 児島さんを懐う 北　哲 9

昭和61年11月 14 児島清文氏を悼む 高西　力 10

昭和61年11月 14 児島さんの思い出 廉　安夫 10

昭和61年11月 14 児島清文氏を偲ぶ 小島　宝作 12

昭和61年11月 14 円仏三郎兵衛氏を哀悼す 氷見春秋会一同 14

昭和61年11月 14
能越の築山神事考　―二上神から射水神
への展開―

能坂　利雄 16

昭和61年11月 14 能登･加賀の起舟祭 前田　佐智子 25

昭和61年11月 14 宗源寺町の誕生 散史語録 31

昭和61年11月 14 北陸の山神「山姥」考 龍本　茂樹 32

昭和61年11月 14 氷見地方の民謡 散史語録 38

昭和61年11月 14 ねぶた流し雑考 稗田　美穂子 39

昭和61年11月 14 氷見の伝説 散史語録 46

昭和61年11月 14 小久米神社相撲考 高西　力 47

昭和61年11月 14 織田信長の越中進攻 網田　樹夫 53

昭和61年11月 14 加納地方の民俗 散史語録 57



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和61年11月 14 近世虚無僧談義(二) 高田　長紀 58

昭和61年11月 14 唐島雑話 散史語録 N 63

昭和61年11月 14 加賀藩三州十村流刑事件(上) 網田　周平 64

昭和61年11月 14 神様の御行 散史語録 N 66

昭和61年11月 14 交番日記(上) 岩本　善信 67

昭和61年11月 14 園遊会 大沢　清 72

昭和61年11月 14 財政再建期の思い出 水野間　哲一 74

昭和61年11月 14 アムール（黒龍江）に賦す 辻本　俊夫 76

昭和61年11月 14
丸万座時代　大正中期への郷愁（ノスタル
ジャ）

釣　為次郎 77

昭和61年11月 14 野口雨情と氷見 八尾　正治 80

昭和61年11月 14 論田の箕･床鍋のそうけの史料 山本　良平 81

昭和61年11月 14 懸札の旧道 大口　昭夫 82

昭和61年11月 14 古地図と児島先生 田中　清一 84

昭和61年11月 14 編集サロン 85

昭和62年4月 15 「起舟」儀礼考 起舟民俗特集号 能坂　利雄 2

昭和62年4月 15 高松塚古墳の四神図と28星宿 散史語録 5

昭和62年4月 15 南条地区の報告―村上･粟原･松田江― 氷見博物館友の会民俗分科会 東海　卯一 9

昭和62年4月 15
氷見浦方三町地区の報告―今町･浜町･
湊―

氷見博物館友の会民俗分科会 上野　務 12

昭和62年4月 15 湊川地区の報告 氷見博物館友の会民俗分科会 細川　真樹 13

昭和62年4月 15 口灘地区の報告―阿尾･薮田･小杉― 氷見博物館友の会民俗分科会 田中　清一 14

昭和62年4月 15 奥灘地区の報告―女良･宇波― 氷見博物館友の会民俗分科会 中葉　博文 18



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和62年4月 15 越中畠山史考 網田　樹夫 20

昭和62年4月 15
円満寺義教撰『浄土真宗論客編』の出版
―越中文化史の一断章―

米沢　康 25

昭和62年4月 15 海饅　黄顙魚 散史語録 27

昭和62年4月 15 有磯海はどこか 橋本　芳雄 28

昭和62年4月 15 布勢湖　氷見立物 散史語録 32

昭和62年4月 15 鵜祭り紀行 稗田　美穂子 33

昭和62年4月 15 癡山　二上山の祭礼 散史語録 38

昭和62年4月 15 雪門禅師洗心庵 高田　長紀 39

昭和62年4月 15 荒山越 散史語録 44

昭和62年4月 15 交番日記(下) 岩本　善信 45

昭和62年4月 15 米とカユと餅と 散史語録 50

昭和62年4月 15 国泰寺利生塔再建記 布尾　良作 51

昭和62年4月 15 稲葉心田管長を仰ぐ 山崎　平樹 54

昭和62年4月 15 氷見の産物 散史語録 58

昭和62年4月 15 翼なき飛行兵 久保　守人 59

昭和62年4月 15 ニューギニア戦記 島田　政雄 63

昭和62年4月 15 ひとつ釜のめし 散史語録 66

昭和62年4月 15 心に残る俳友録 谷内　茂 67

昭和62年4月 15 氷見の思い出 西村　佳子 69

昭和62年4月 15 年号と出生 粟田　春雄 71

昭和62年4月 15 面様年頭 龍本　茂樹 72



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和62年4月 15 侠士霜右衛門覚え書 資料 中村　和夫 74

昭和62年4月 15 氷見春秋会役員名簿 76

昭和62年4月 15
大境洞窟遺跡調査　ー大正七年七月六日
高岡新報－

散史語録 79

昭和62年4月 15 編集サロン 80

昭和62年11月 16 氷見地方地蔵祭り調査報告(上) 氷見地方地蔵祭り特集号

田中清一、橋本芳雄、串田好
子、北哲、北越昇、小島宝作、
毛利宏道、上野務、東海卯
一、開兵太郎、心月寺、屋敷
文夫、吉川栄造、山崎平樹、
林正一、正保進一郎、二本鈴
子、古川修二

1

昭和62年11月 16 福井県小浜市の地蔵祭 散史語録 30

昭和62年11月 16 氷見市の地蔵祭り 橋本　芳雄 31

昭和62年11月 16
地蔵祭りと子供獅子舞　―池田小学校校
下の場合―

高西　力 43

昭和62年11月 16 黄金比の地蔵さま 北　哲 47

昭和62年11月 16
地蔵信仰とその民俗　―浜街道を中心と
して―

龍本　茂樹 52

昭和62年11月 16 氷見春秋発刊目録 57

昭和62年11月 16 神保長誠とその一族 網田　樹夫 60

昭和62年11月 16 近世虚無僧談義(三)　―仙石騒動― 高田　長紀 64

昭和62年11月 16 加賀藩三州十村流刑事件(下) 網田　周平 69

昭和62年11月 16 道祖神と地蔵尊 散史語録 A 71

昭和62年11月 16
面様年頭　―まれびと信仰と仮面の魅力
―

稗田　美穂子 72

昭和62年11月 16 歴史に学ぶ 粟田　春雄 78

昭和62年11月 16 落人残影 宝住　修三 80

昭和62年11月 16 編集サロン 83

昭和63年4月 17 いま氷見春秋の原点を 氷見地方地蔵祭特集号Ⅱ 湊　晨 1



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和63年4月 17 氷見地方の地蔵声聞録 特集　氷見地方地蔵祭Ⅱ 高西　力 2

昭和63年4月 17 近代魚屋地蔵の成立 特集　氷見地方地蔵祭Ⅱ 網田　周平 9

昭和63年4月 17 水神信仰 散史語録 A 14

昭和63年4月 17 長坂地区の地蔵祭 特集　氷見地方地蔵祭Ⅱ 寺岡　清 15

昭和63年4月 17 氷見に鎮まる伊勢御師の志 吉川　正文 17

昭和63年4月 17 鰤の名所灘浦　世界一の宝庫 散史語録 H 21

昭和63年4月 17 能越風神考 稗田　美穂子 22

昭和63年4月 17 入船界隈の唄 散史語録 M 28

昭和63年4月 17 武田信玄の越中調略まで 網田　樹夫 29

昭和63年4月 17 貨幣の変遷と銭物語(上) 水野間　哲一 33

昭和63年4月 17 漁船海難、溺死者七十二人 散史語録 37

昭和63年4月 17
「早稲の香や分け入る右は有磯海」の謎
俳句絵本「おくのほそ道」の制作より

中村　まさあき 38

昭和63年4月 17 前田慶次が事 散史語録 N 43

昭和63年4月 17 「奥細道菅菰抄」と田子の白藤 田中　清一 44

昭和63年4月 17 安政の大地震　―高田家文書より― 永森　規一 46

昭和63年4月 17 氷見の鰯成金 散史語録 H 49

昭和63年4月 17 山岡鉄舟千双屏風 高田　長紀 49

昭和63年4月 17
北陸最初の鉄道計画　―華族商法の雄図
と挫折とその後―

能坂　利雄 55

昭和63年4月 17 久目村誕生 宝住　修三 63

昭和63年4月 17 沢川村田畑兵衛の計略 散史語録 H 67

昭和63年4月 17 戦後の歌会始記 田中　譲 68



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和63年4月 17 氷見浦の鰤大漁 散史語録 H 69

昭和63年4月 17 氷見文化会小史(上) 湊　晨 70

昭和63年4月 17 孫先生と万葉の里 廉　安夫 75

昭和63年4月 17 氷見大火のあと 村田　和司 76

昭和63年4月 17 昭和初年の氷見駅風景 宮沢　孝子 77

昭和63年4月 17 上庄川の舟運 橋本　芳雄 78

昭和63年4月 17 編集サロン 79

昭和63年11月 18 氷見地方地蔵祭調査報告(第２回) 氷見地方地蔵祭特集号Ⅲ

的場善雄、橋本芳雄、吉川正
紀、梅本真陽、池田清、中山
登美子、長沢雪野、松原志
げ、河原勉、和泉兵次、原田
三郎、蔵太作、恵比寿秀男、
地子龍、要門知之、沢武ゆ
き、高西力（調査）

1

昭和63年11月 18 長沢筑前守光国考 網田　樹夫 36

昭和63年11月 18 石動山天平寺炎上 散史語録 40

昭和63年11月 18 越中水神抄 稗田　美穂子 41

昭和63年11月 18 貨幣の変遷と銭物語(下) 水野間　哲一 48

昭和63年11月 18 阿奴庄中村の古文書 散史語録 H 51

昭和63年11月 18 御座町市場のおこり 散史語録 H 51

昭和63年11月 18 魚屋地蔵と剣豪児島寅太郎 高西力･小島宝作･宮沢孝子 52

昭和63年11月 18 氷見地方の石造物調査 散史語録 T 56

昭和63年11月 18 剣士　斎藤伝次郎 永森　規一 57

昭和63年11月 18 太陽暦と旧暦 散史語録 H 61

昭和63年11月 18 斉田村大正風土記(九) 高田　長紀 62



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

昭和63年11月 18 芳春院書状 散史語録 N 65

昭和63年11月 18 横山大観の氷見滞在 橋本　芳雄 66

昭和63年11月 18 私の氷見 中紙　輝一 72

昭和63年11月 18 仏教語から出た日常語 散史語録 H 74

昭和63年11月 18 松田江浜の塩つくり 村田　和司 75

昭和63年11月 18 忘れられぬあの頃 室谷　兵 79

昭和63年11月 18 家康に反逆したか前田利政 散史語録 N 83

昭和63年11月 18 田向秀史句碑除幕式と記念句会 辻本　俊夫 84

昭和63年11月 18 神明社の由来と奉賛の意義 大浦　散人 84

昭和63年11月 18 編集サロン 86

平成元年4月 19 「永享の乱」と越中 氷見地方地蔵祭特集号Ⅳ 網田　樹夫 1

平成元年4月 19 鮎と鰤とかつお 散史語録 4

平成元年4月 19 斎藤勧之助と離れがたき人々 永森　規一 5

平成元年4月 19 風 散史語録 10

平成元年4月 19 斉田村大正風土記(10)　遊芸譚 高田　長紀 11

平成元年4月 19 柿渋聞き書抄 稗田　美穂子 16

平成元年4月 19 柿天神 散史語録 24

平成元年4月 19 宮田村に駐屯した兵隊たち 林　茂一　　村田　和司 25

平成元年4月 19 疾風 散史語録 28

平成元年4月 19 一枚の写真 宮沢　孝子　　高西　力 29

平成元年4月 19 ママさんバレー奮戦記 片折　重夫 35



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

平成元年4月 19 魚の異名 散史語録 37

平成元年4月 19 氷見地方地蔵祭調査報告(第３回)

浜出市二郎、干場茂雄、橋本
芳雄、水野間　哲一、谷内茂、
奥山順一、菅沢左門、谷内信
夫、谷島清、扇内徹、釜田千
寿加、野村義夫、浜本秀善、
浜本昌宏、蔵田たみ子、丁場
和雄、柳瀬利作、浜谷むつ、
坂下政一、巽己和、高井昭
二、関又平、南喜作、寺岡清

38

平成元年4月 19 駒繋ぎ桜と敬天壺 水野間　哲一 67

平成元年4月 19 花は匂えど 杉野　與四雄 69

平成元年4月 19 編集サロン 70

平成元年11月 20 第二十号記念に当りて 氷見郷土史関係文献目録特集 橋本　芳雄 1

平成元年11月 20 鏡磨と小間物行商 水野間　哲一 2

平成元年11月 20 歴史とは何か 5

平成元年11月 20
斉田村大正風土記(11)　村の成り立ちと
崩壊の条件

高田　長紀 6

平成元年11月 20
仏生寺金鶏山御田神社の沿革と検地文
書

宮沢　孝子 11

平成元年11月 20 羽咋の神事相撲と氷見の関取 橋本　芳雄 16

平成元年11月 20 岡部文夫歌碑 新･いしぶみ案内 高峯　正冏 22

平成元年11月 20 素顔の稲葉心田管長さん 村田　和司 24

平成元年11月 20 発見された藤原期の出土仏 北哲･小境卓治 29

平成元年11月 20 『久目村史』発刊に寄せて 高西　力 33

平成元年11月 20 越中国遊佐氏の研究 網田　樹夫 34

平成元年11月 20 石造物調査に参加して 山岸　太一 38

平成元年11月 20 氷見の諺（ことわざ） 湊　晨 39

平成元年11月 20 七木の制 宝住　修三 40



刊行年月 号数 題名 区分／副題
著者名

※表記名は、氷見春秋記載の
とおり掲載

ページ

平成元年11月 20 仏生寺弥助と氷見町 鞍川　散人 41

平成元年11月 20 植物を楽しむ　ヤブニッケイを探して 守谷　宣夫 42

平成元年11月 20 歴史に学ぶ 粟田　春雄 43

平成元年11月 20 氷見のベスト３ 46

平成元年11月 20 火事場で使われた村旗 上野　務 47

平成元年11月 20 氷見文化の動き 48

平成元年11月 20 氷見郷土史関係文献目録（一）～（五） 氷見春秋会編集部 49

平成元年11月 20 氷見春秋会員名簿 73

平成元年11月 20 会則･役員名簿 78

平成元年11月 20 編集後記 79


